
習志野市は、令和4年6月1日に「虐待・暴力・
いじめ・差別から自身を含む大切な人を守る
都市宣言（通称：大切な人を守る都市宣言）」
を制定しました。
これは、虐待、暴力、いじめ、差別を無くす
ためにこれらの問題を市民全体で認識し、事
態を解消し、自分自身を含む大切な人を守る
ため、一人ひとりが行動すべきことを共通理
解することを目的に宣言したものです。

今こそ
若い力で
新しい習志野。

大切な人を守る都市宣言の制定

令和４年7月発行

都市宣言の制定への思い

当選以来この宣言の制定を訴えてきま
した。
しかしながら、ただ宣言をするだけでは
意味がなく、各種の施策に紐づける必
要があり、一部署のみではなく、全庁
的かつ全市的に取り組まなければなり
ません。
今後、どのように施策に紐づけ、老若
男女問わず全市民の皆様への周知徹
底を行わなければ大切な人を守ること
は出来ません。
今回の都市宣言は決してゴールでは
なく、新しい習志野市のスタートだと考
えます。

入学準備金貸付事業利用者数

習志野市には返済不要の習志野市育英資金と
貸し付けを行う入学準備金融資あっせん及び利
子補給制度というものがあります。
一定の要件を満たせば利用できる制度ですが、
「入学準備金融資あっせん及び利子補給制度」
については、もちろん返済が求められてきます。
私としては、経済格差によって学習意欲のある
子どもが進学を諦める等の教育格差につながっ
てはいけないと考え、習志野市としても要件を設
け、入学資金の給付制度を創設するように要望
し、実現する事が出来ました。

入学準備金貸付事業から給付へ

・習志野市育英資金
令和元年度 １９名
令和２年度 １６名
令和３年度 ２０名
・利子補給制度
令和元年度 ６名
令和２年度 ５名

給付額
全日制 第一子 20.000円
全日制 第二子以降 25.000円
通信制 10.000円

習志野市入学資金給付制度



おむつのサブスクリプション

匿名メール相談WEBアプリ「STAND BY」の導入 保育所連絡帳のICT化

現在公立保育所では、紙の連
絡帳を使用して、家庭との連
携を進めておりますが、要望
を続けた結果、本年１０月より
ICT化を予定しております。
連絡帳のデジタル化により、
保護者の利便性の向上や、保
育の様子を画像や動画により
可視化して伝える事が可能で
す。
また、現場保育士にとっても事
務作業の簡略化により、更に
丁寧な保育の提供が期待され
ます。

従前より増加するネットいじめへの対応のために、
WEBを利用したいじめ相談システムの導入を要望し
て参りましたが、本年度より運用を開始していただき
ました。その結果、これまでいじめを受けている児童
生徒の周囲からの相談はなかったが、アプリの導入
により、すでに３件の相談が寄せられており今後も
同様の相談が増えるものと期待しております。

要望：既存のメール相談の年間の相談件数が５２件。
本アプリの導入、運用からまだ一か月足らずだが、す
でに１３７件の相談がある。引き続き「脱いじめ傍観者
教育」の実施を要望するとともに、タブレット活用の学
校間格差の是正を要望。

従前より要望していたおむつ
のサブスクリプションの実証
事業を行っていただきました。
試行期間後の保護者アンケ
ートでは概ね満足の回答を得
ることが出来ました。
様々な課題もありますが、保
育の質の向上、保護者の負
担軽減のため、更に要望を重
ねていきます。

送迎保育ステーション

送迎保育ステーションの導入により、保育需要
の地域格差を解消できる事が出来ると考えま
す。需要の多い地域での施設の確保が困難な
現状、保護者の負担軽減、また習志野市の保
育に貢献していただいている既存市内保育事
業者・今後参入してくるであろう事業者の事を
考え、送迎保育ステーションの調査・研究及び
保育士の確保策、処遇改善の実施を要望して
おります。


